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兵庫県オリジナル主食用米品種の育成

【背景・目的・成果】
主食用米の産地間競争が激しくなるなか、競争力のある水稲品種が求められています。そこで、
県ではJAグループ、生産者、実需者と連携し、平成28年度から県オリジナル品種の育成に取り組
んでいます。
施設・備品の整備、遺伝子解析技術の活用等により、育種期間の短縮、効果的・効率的な選抜を
行い、平成36年度の品種誕生を目指します。

【技術の活用】
高度な環境制御温室、高性能分析機器、先進的な選抜技術を用いて、食味・品質に優れた品
種を育成します。
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【新たな育種方法による品種育成スケジュール】

【育種目標】
①キヌヒカリに替わる高温耐性・良食味品種
②早生の良食味・高温耐性品種 ③晩生の高温耐性品種 ④極多収・業務用品種

【施設・備品の整備による育種の効率化】
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【遺伝子解析技術（DNAマーカー）の活用】
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